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論文内容の要旨
本論文は船の操縦運動を制御工学的立場で考え、自由航走する船の運動計測から周波数応答法を用
いて応答特性を決定しうる実験方法を開発し、その解析法を確立したもので、次の 3 章から構成され
ている。
第 l 章では、操縦運動における船の応答特性を実験的に十分な精度で決定する手段として、新しく
開発された平行移動操舵法と周期操舵法との組合せを提案し、それぞれの方法についてその原理およ
び実験、解析の手順を述べるとともに、本手法を数隻の模型船と実船とに適用した結果を掲げ、この
方法で得られた応答特性常数を、従来から行なわれている操縦性試験法の旋回試験結果、 Z 操縦試験
結果、拘束模型試験結果と比較検討している。
第 2 章では、周波数応答法で得られた応答特性を使い、実測された操舵に対する運動を数値計算し、
これを実測された運動と比較することによって、本方法の信頼性を確認している。また、操縦運動の
ディジタルシミュレーションを用い、実験や解析の過程に介在する種々の誤差要因の影響の程度を調
べるとともに、この結果を参考にして、他の船型に本手法が適用できる限界や実験手段として最良な
ものの選択等について検討を加えている。
第 3章では、撮縦運動の物理的機構を明らかにするため、応答特性常数を求める試みとして、自航
模型試験結果と拘束斜航模型試験結果とを併用する方法について述べ、その結果から周波数応答法で
得られた応答特性値の妥当性を検討し、さらに自航、斜航両模型試験の併用により応答特性を求める
1 つの方法を試みている。
なお付録として、平行移動操舵法による操縦性試験結果より位相面解析によって特性常数を求める
試みおよびこれら特性常数と船型、舵面積との関係について述べているほか、操舵によって船体に誘
起される横方向の力についての、理論的研究および実験値との比較検討結果について触れている。
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論文の審査結果の要旨
船の操縦運動における低周波数域の応答特性を求める方法として、従来パルス操舵や正弦操舵の過
渡部分が使われてきたが、これらはいずれも実験前後の船のコースが平行にならず、通常の試験水槽
では実施できなかった。本論文では、この不都合を解決する手段として、過渡応答法のー形式である
平行移動操舵法を考案し、その解析法を確立するとともに、これと周期操舵法とを組み合わせること
によって、操縦応答特性を広い周波数範囲にわたって精度よく決定できることを提示している。
この両操舵法は普通の曳航水槽で、実施可能で、あるとともに、実船試験法としても適当で、あり、これ
らの試験結果より船の自動操舵や保針性に関する有益な資料が得られるものと期待できる。
本手法を数隻の模型船と実船とに適用し、この試験結果より得られた応答特性を、従来から行なわ
れている他の操縦性試験法による結果と比較検討するとともに、応答特性値を使った数値計算による
平行移動運動の再現と実測された運動とを比較して信頼性を確かめている。また実験や、解析の過程
に介在する誤差要因の影響の程度や解析精度から見た平行移動操舵法の適用限界につけても検討を加
え、実施上注意すべき事項を示している。
さらに操縦運動の物理的機構を解明し、正しい応答特性を求める一つの試みとして、白航模型試験
と拘束斜航模型試験とを併用する方法を提示している。
以土の研究成果は、船舶の操縦性能を究明する上に、新しい有力な手段を提供したものであり、造
船工学の進歩に寄与するところが多く、博士論文として価値あるものと認める。
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